












[要旨]

 ハイリスク児の発達を円滑にうながすには、スタッフ、親達が児のどの状態、時点で早

期介入することが最善の道かを検討した。

 今年度は 1)当院がこれまでに実践してきた正常新生児に対する関わり、2)極低出生体重

児の背景因子と栄養法の推移、3)育児不安の頻度等を文献的に考察した。4)また平成 8年

度、当院 NICU に入院した極低出生体重児の背景因子を後視法的に調査し、早期介入のあ

り方を検討した。


